



































































































































低い側のものよりも約 3倍早い.例えば､cAMP濃度の高い側で約 300分子の cAMPが結
合 ･解離している間に､濃度の低い側では約100分子のcjMPが結合 ･解離する.
こうした受容体の活性の違いは､G 蛋白質との相互作用の違いを反映している｡cAMP濃













受容体と G 蛋白質の相互作用という走化性情報処理システムのもっとも初期の段階で (少
なくとも部分的には)排除されるようだ｡
以上､粘菌の走性行動について特に集合期の走化性に焦点を当てて述べてきた｡生長期の
走化性についてはほとんど分かっていない｡生長期の細胞の行動パターンから考えると､様々
なゆらぎをうまく利用して､細胞の行動を確率的にしているかも知れない｡分子機械システ
ムがゆらぎを利用したり排除したりする仕組みを理解する上で､二つの走化性のメカニズム
を比較することは興味深いだろう｡しかしながら､比較的よくわかっている集合期の走化性
でさえ､メカニズムの解明には程遠く､まだまだこれからの課題である｡
分子機械の理解から分子機械システムの理解へ､さらには細胞からなるシステムとしての
多細胞体の理解へと､生物の階層構造を飛躍することなく､また断絶を生むことなく理解し
たいものである｡
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